
「三島硫黄島学園の硫黄島八朔太鼓踊り伝承活動の取組」 

１ 学校名 

三島村立三島硫黄島学園 

 

２ 学年・人数 

後期課程７年～９年 男子４名（前期課程６年男子２名，５年男子１名，１

年男子１名も当日のみ体験） 

３ 日時・場所 

⑴   練習の日時・場所 

令和３年９月１日～６日 18：00～19：00 三島開発総合センター前 

⑵   発表の日時・場所 

令和３年９月７日・８日 17：30～19：00 三島村硫黄島熊野神社参道  

 

４ 伝承・活用に取り組んでいる郷土芸能，伝統行事について 

⑴ 名称 

硫黄島八朔太鼓踊り（いおうじまはっさくたいこおどり） 

⑵ 由来 

９月（旧暦８月１日，２日）に行われ国の無形民俗文化財に指定されてい

る硫黄島八朔太鼓踊りは，豊臣秀吉の朝鮮出兵の際，島津義弘公に従い硫黄

島から従軍した武将の凱旋祝として硫黄大権現宮に奉納したことに由来し

ている。 

⑶ 構成等 

矢旗を背負い，太鼓を胸につけ，鉢巻をした10人の踊り手と花笠をつけた

鐘打ちが一緒になって勇ましく舞う。最後は海岸に出て，「タタキダシ」を

行い，島の悪霊を追い出す。踊りの最中に仮面神メンドンが現れ，観覧して

いる者たちを神木の枝でたたき，厄を祓う。 

 

５ 保存会や地域との連携の具体  

硫黄島八朔太鼓踊りは，硫黄島地区の先輩から後輩へと伝承する形で行わ

れている。中学生はいつか青年団の先輩のように華やかに踊ってみたいという

憧れを抱く。夕方の１時間程度，八朔太鼓保存会の指導の下，太鼓を抱えて踊

る練習を１週間ほど続ける。本番当日，海で体を清め，庄屋跡という旧家で待

機をする。御神酒をいただいた後，かつての踊り手達が，若い踊り手たちには

っぱをかけながら伝統を託すように太鼓や矢旗を締め込み，送り出す。  

 

６ 文化財伝承・活用の取組の工夫した点 

島内出身の青年が担ってきた硫黄島八朔太鼓踊りであるが，しおかぜ留学

生にも踊りの機会を与えている。中学生とはいえ，足腰が震えるほど体力を消

耗する。１週間ほどの練習の最中には，青年会の方々だけでなく，保存会の皆

さんの指導と声かけに励まされ，力強さを増していき，立派な「島の青年」へ

と成長する。また，中学生と一緒に教職員も練習に参加する。実際に踊ること

ができるのは中学生からだが，小学５・６年生も練習に参加し，先輩達の踊り

を見て学んでおくという風習がある。また，伝統的な衣装の着付けは適当にや

るとはだけてしまうため，島の方がしてくださった。  



７ 取組の様子（練習状況，発表の場等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 参加児童生徒・保護者・保存会・教員等の感想・意見  

【９年生児童生徒】※南日本新聞「若い目」に９月25日掲載。 

しおかぜ留学生として硫黄島に来てはや１年が過ぎ，卒業まで半年ほどと

なりました。１年前，硫黄島に来てすぐ参加した行事が「八朔太鼓踊り」で

した。薩摩硫黄島のメンドンとして，国の重要無形民俗文化財にも指定され

ている伝統行事です。矢旗や太鼓を背負い，勇壮に舞う踊りは動きが複雑で，

最初は全く踊ることができずとても悔しかったです。  

それでも，苦戦する僕に地域の方々が優しく丁寧に教えてくれたおかげで

次第に踊れるようになり，本番当日は見事に踊りきることができました。こ

の経験を通して，引っ込み思案だった僕自身が，何事にも前向きに取り組も

うと考えられるようになったと思います。  

そして迎えた２回目の八朔太鼓踊り。これが最後の踊りになるかもしれな

いと考え，悔いのないよう，思い切り舞いました。硫黄島の区長さんから「と

てもうまくなった。去年とは表情が違う。」と言っていただき，これまでな

かなか持つことができなかった自信を得ました。  

硫黄島での生活が自分を変えてくれたように思います。 

【教職員】  

腰を落としての練習が１週間続いたが，子どもたちは本当によく頑張っ

たと思う。普段はしたことのない動き，独特の節回しの唄，耳慣れない言

葉の歌詞によくついて行ったと思う。  

【保存会から】  

子どもが減り，しおかぜ留学生にも手伝ってもらって八朔太鼓踊りを続

けてきた。 2018年にユネスコ無形文化遺産に認定されたメンドンをはじめ

とした硫黄島の風習を守り続けていくことはとても大切なことであり，し

おかぜ留学生がその一端を担ってくれることは嬉しく思う。  

【地域の方から】  

あいさつもしなかったしおかぜ留学生が，八朔太鼓踊りを乗り越えたこ

とで，別人のように明るくなった。昔は，八朔太鼓を踊ることが大人への

通過儀式だったと思えるが，今の子どもたちも同じように八朔で成長して

いってくれているようで嬉しく思う。  

島の青年や教職員との練習は約１週間

続き，毎日汗だくになる。  

伝統の衣装を身にまとい，踊ることは島

の青年への成長であり，誇りでもある。  

仮面神メンドンが島民の厄払いに走り

まわり，たたくのである。  


